
 

                               
                              

 
  
  
 
 

                                                      
 
 

  
 

 

 
 

 
 

 
  

 

  

 

  
 

  
              

    
                                                    

  
               

      
 
 
 
 
 

 
 

 

 
  

           
                                

収受
埼玉県

'23.09.29

薬務課



埼玉県在宅医療暴力・ハラスメント相談センター 相談事例集 

 埼玉県在宅医療暴力・ハラスメント相談センターに寄せられた相談のうち、一部を掲載しております。 

 

更新日：令和５年９月１３日 

分類※ 種別 相談概要 アドバイス概要 

精 神 的

暴力 

診療所 終末期患者の訪問診療を行っている

が、患者の家族から患者に関わってい

るヘルパーや訪問看護師に対して、「今

後何かあったら殺してやる」との発言が

複数回あった。 

実際に患者が亡くなった場合に不測の

事態が発生する可能性がある。 

保健所や地域包括支援センターに相

談する予定だが、警察にも相談したい。 

警察にはどのように相談すれば良い

か。 

暴言を言われた場合は、日時や発言の

内容を時系列で整理して記録化し、録

音を保存してください。 

警察への相談は、事前に管轄の警察署

の生活安全課に連絡し、危険な状態に

ある事を説明して、110 番通報の対応

方法を相談してください。 

対応は複数で行い、訪問する際は事前

に警察に連絡してください。 

また、保健所や地域包括支援センター

とも連携を図ってください。 

精 神 的

暴力 

病院 患者の家族が、自己判断で診療や処

方された薬を自己判断で中止したり、

ケアマネジャーを変更し当院には連絡

してこないなど、勝手に事を進めてしま

う状況である。 

治療に対する家族の理解が得られない

ことから、今後の治療を継続していくこ

とが難しいと考えているがどのようにし

たら良いか。 

この患者は地域包括支援センターから

紹介されたとのことですので、地域包括

支援センターに今後の診療の継続が難

しい旨を伝えたうえで、転院先の紹介

等につき、相談してはいかがでしょう

か。 

信頼関係が崩れており適切な診療が

出来ないことを具体的な事実をもとに

説明してください。 

関係職員間で対応を共有していただい

て、患者家族に改善の申し入れ、改善

なき場合は転院を促してみてはいかが

でしょうか。 

また、今後についても細かい記録を作

成し、可能な限り録音をし、信頼関係が

崩れていることを理解してもらうことが

必要です。 

精 神 的

暴力 

診療所 高齢男性の訪問診療と訪問看護を行

っており、この方は、家族と同居してい

る。 

家族には、精神疾患の通院歴等があ

り、訪問し居宅に入った後にカギを閉め

たり、大声を出したりすることがある。ほ

かに、メールを何回も送りつけてくること

などがある。 

訪問診療、看護等を行うにあたって重

要なことは、『訪問先での身の危険を回

避すること』です。 

今後のために、経過を細かく時系列で

整理し、記録化することや、今後電話が

きたときなどは録音の措置を講じて、事

後の対応に備えておくことが大事です。 

また、地域包括支援センターや行政の



改善を求めるのに親族を頼ることはで

きない状況である。 

何かいい手立てはないか。 

今後、地域包括支援センターや行政と

も相談予定である。 

担当課を含め、組織での対応が重要で

す。 

暴力行為など身の危険を感じることが

あればすぐさま警察に通報してくださ

い。 

精 神 的

暴力 

診療所 患者の家族と診療費の支払い等につ

いてトラブルになった事で、２時間ほど

机を叩かれながら叱責された。高圧的

に苦情を言われたり机を叩かれたりし、

スタッフ一同が不安を感じている。 

家族には、「今後は、これ以上協力をし

ていただけないと診療を終了したい」と

説明したいと考えているが応召義務違

反の問題はないか。 

貴診療所では、弁護士の先生がいらっ

しゃるとのことですので、「応召義務違

反」については、これまでの経緯や言動

などを時系列に整理し、弁護士の先生

に相談されるのがよろしいと思います。 

精 神 的

暴力 

診療所 当診療所で訪問診療をしているが、こ

の患者は当診療所以外に、皮膚科にか

かっており塗り薬を処方して貰ってい

る。この塗り薬を当診療所から出せと要

望があった。 

当診療所は皮膚科の診療はしておら

ず、医師も担当科ではないことなどから

薬は出せないと説明した。 

しかし、この患者の家族が「なぜ出せな

いのか」と怒鳴って電話をしてきた。 

以前からこの患者の家族とトラブルが

あり、信頼関係が崩壊している状態の

ため、他院への紹介を考えている。 

この様な状況で応召義務違反等を問

われる事はないか。 

これまでの経緯等については既に書類

化されているとの事ですが、家族とのや

り取りは録音が無いとの事なので、今

後については、録音してください。 

また、面談する時は複数で対応して下さ

い。 

これまでの経過等を残しておけば、場合

によっては、患者や家族との信頼関係

が喪失されているという証拠になりま

す。 

また、応召義務違反については、個々の

案件で異なりますので顧問弁護士にご

相談されることをお勧めします。 

面談等の際、暴言や暴力的な行為があ

った際は直ぐに 110 番通報をしてくだ

さい。 

事前に警察署へ相談をしておく事も良

策と思います。 

※精神的暴力、身体的暴力、セクシャルハラスメント、その他 

 


